商店街「新しい生活様式」事業記載例


[bookmark: _GoBack]別記
第１号様式（第５条関係）
   　　                           第    号
                  　　　　　 年    月    日

  岐阜県知事  様

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○市○○町○○丁目○○番地
             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○商店街振興組合※　印は、個人印ではなく委員会の印を押印すること

                        　　　　　　　　　　　　　   会長　　○○　○○　印
　


　　　岐阜県商店街にぎわい回復事業費補助金交付申請書

  次のとおり標記補助金の交付を受けたいので、岐阜県補助金等交付規則第４条の規定により関係書類を添えて申請します。

記

１　事業区分　
商店街「新しい生活様式」事業


２　事業名　　　
○○商店街「新しい生活様式」構築事業


３  事業に要する経費及び補助金交付申請額
  （１）事業に要する経費　　    　　　　１，８８１，０００円
  （２）補助対象経費          　　　    １，７１０，０００円
  （３）補助金交付申請額      　　　    １，２８２，０００円
　
※　事業経費の収支については、申請団体名の預金通帳で管理し、収入支出の経緯が記録されるようにすること。






※　事業実施の目的で、新たに連合会等の団体を設置する場合は、≪添付資料≫（３）（４）について、作成例に基づき作成すること。既存団体は該当書類を添付すること








≪添付書類≫
　（１）事業計画書（別紙１）
　（２）事業費・補助金額積算内訳書（別紙２）
（３）事業主体の定款、規約その他これらに類するもの（第２条第２号又は第９号に掲げる団体に限る。）
　（４）事業主体の構成員名簿（第２条第２号又は第９号に掲げる団体に限る。）
　（５）事業主体が事業実施を議決した総会・理事会等の議事録の写し
　（６）収支予算書及び事業費内訳書（補助金申請額の算出根拠を明示したもの）

別紙１

事  業  計  画  書

１  補助事業団体
（１）団体の名称　
○○商店街振興組合

（２）所在地
　岐阜県○○市○○町○○丁目○○番地

（３）代表者
　　　会長　　○○　○○

（４）構成員数（参加店舗数）
　　○○店舗
　　　
２　事業名　　　
○○商店街振興組合「新しい生活様式」構築事業

３  事業の概要
（１）実施期間　　
令和２年○○月○○日（曜日）～令和○年○○月○○日（曜日）

　（２）実施場所　　
○○商店街一帯

  （３）事業内容　　※　何をやるかを簡潔に記載すること。

　　　　記載例
商店街全体で感染防止対策に取り組み及び商店街の内外に向け、商店街が感染防止対策を実施していることをＰＲする。
　
  （４）補助事業の表示の方法（要綱別表２を参考）
　　　　記載例
　　　　　（チラシ・ポスター）に「この事業は岐阜県からの補助金を受けています。」と表記
※　事業に要する経費の具体的な説明を記入するなど、事業に対して商店街がどう取り組むのか記載すること。
　　なお、本事業の目的は「商店街のにぎわい回復」であり、必ず商店街の内外に向かって商店街の感染対策等をＰＲする旨を記載すること。




　（５）商店街の取組　
　　　
　記載例
　　　　　　○○商店街振興組合において、感染防止対策のためのグッズ（消毒液、飛沫防止板等）を購入し、商店街の各所（店舗内を含む。）に設置し、商店街来客者へ、商店街が感染防止対策を実施していることをＰＲ（ポスター、のぼり旗、放送等）する。
　　　　　また、商店街の外に向けて商店街が感染防止対策を実施していることをＰＲするため、新聞広告（折込チラシ）を行うほか、ホームページを新たに立ち上げる。





※　この事業により商店街がにぎわいを取り戻す等、目的や効果を記載すること。

４  事業の目的及び効果　　
記載例
○○商店街では、コロナ禍の発生により発生前と比べて商店街への来客数が減少した。
　　　　　そのため、本事業により、商店街全体で感染防止対策に取り組んでいることを商店街の内外に向けＰＲし、来客に安心して商店街に来ていただき、来客数がコロナ禍発生前の状態に戻ることを目指す。
※　必ず記入すること。

５　事業の効果を検証するための指標と目標数値（必要に応じて）
	指標
	目標数値
	目標数値の算出方法

	商店街日平均来客数
	　○○人／日
	
コロナ禍発生前の日平均来客数






※　整合性がない場合は　「なし」と記入すること。

６　地域のまちづくり計画等との整合性（必要に応じて）
　　　なし
※　事業終了後の、商店街の取組の予定や計画を記載すること。

７　事業終了後の事業計画
　　　記載例
　　　事業終了後も、引き続き商店街として感染症防止対策に取り組む。

８　国及び県の補助金の交付状況（新型コロナウイルス感染症に関するもの）
（１）国の補助金
	　　　年度
	省庁名
	補助金名
	補助金額（円）

	なし
	※　ない場合は「なし」と記載すること。

	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



（２）県の補助金　　　
	年度
	部署名
	補助金名
	補助金額（円）

	なし
	※　ない場合は「なし」と記載すること。

	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



（３）県内市町村の補助金　　　
	年度
	部署名
	補助金名
	補助金額（円）

	令和２年度
	◯市○○課
	○○補助金
	●●●，●●●円

	
	
	
	

	
	
	
	





別紙２
事業費・補助金額積算内訳書※　消費税を含まない金額を記入すること。　　（消費税は補助対象外）
※　消費税込みの金額を記入すること。

（支出）
	経費の区分
	事業に要する経費(円)
	補助対象経費
(円)
	

	
	
	
	内訳及び積算



	消耗品費
	1,364,000
	1,240,000
	のぼり旗セット
　@3,000円×100セット＝300,000円
飛沫防止パーテーション
　@18,000円×30店舗　＝540,000円
手指消毒液
　@2,000円×200本　　＝400,000円

	印刷製本費
	187,000
	170,000
	広告チラシ作成費
　@5円×30,000枚　　 ＝150,000円
ポスター印刷費
　@100円×200枚　　　＝ 20,000円　

	広告宣伝費
	110,000
	100,000
	新聞折込料
　                    ＝100,000円

	委託料
	220,000
	200,000
	ＰＲ用ホームページ作成委託料
　　　　　　　　　　　＝200,000円

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合　計
	1,881,000
	1,710,000
	


（注）「内訳及び積算」の欄は、必要に応じ別表を添付すること。



	事業に要する経費
	　１，８８１，０００円

	補助対象経費
	　１，７１０，０００円

	補助金の額（補助率3/4）
	１，２８２，０００円（千円未満の端数は切捨て）





1

